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優良建設工事表彰　　　表　彰　事　例 中遠農林 事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

表 彰 理 由

　
　本工事は、磐田市塩新田地区で海岸防災林の再生のため、生育基盤盛土と
植栽を行い森林を造成をするもので、海岸最前線に位置し、強風への対応等
が必要な厳しい条件下にあったが、工事内容を的確に理解し、施工管理、安
全管理に加え、地域とコミュニケーションを取りながら質の高い工事を完成
させた。

①【施工管理】
　・起工測量、出来形管理にＵＡＶ測量を活用し、３次元マシンコントロ
　　ールバックホウ等（以下「ICT技術」）を活用することで丁張を不要と
　　するなど省力化を進め工程を短縮した。
　・ICT技術の活用により、盛土工のバラつき規格値50%以内を99％以上と
　　いう高精度の出来形管理を達成した。
　・ダンプトラックの動態管理システムを導入し、ダンプトラックの現在
　　位置や通行ルートを確認することで現場到着時間を把握するとともに、
　　現場までの道中ダンプトラックが規定ルートを外れていないか確認し、
　　円滑な工程管理を行った。
　・県職員を対象としたOJT研修（ICT編）の場として提供し、ICT技術の
　　普及に貢献した。

②【安全管理】
　・バックモニター付きブルドーザ・バックホウの導入、後方センサー付
　　き振動ローラ等を使用することで、作業員との接触事故のリスクを大
　　幅に減少させた。

③【地域貢献】
　・会社独自にふじのくに森の防潮堤づくりPR看板を掲示し、県民に対し
　　て工事や治山事業への理解を深めるための取組みを行った。
　・施工地周辺の松くい虫による被害木を伐倒・運搬・破砕処理し、松く
　　い虫の被害拡大防止に取り組んだ。
　・地域住民とのコミュニケーションツールとしてフリートークボックス
　　の設置や工事の進捗状況の写真を掲示するなど35件の創意工夫に取り
　　組んだ。

優良技術者

令和6年5月31日
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生育基盤盛土工　13,110m3、防風工　756.7ｍ、植栽工　0.76ha

令和5年度治山（防災林造成）塩新田工事

令和5年7月31日



様式-1

写 真 等

①マシンコントロールバックホウによる法面仕上げ ①県職員を対象としたOJT研修（ICT編）

着手前 完成

②後方センサー付き振動ローラ ②ダンプトラックの運行管理

③森の防潮堤づくりPR看板 ③松くい虫被害木処分

後方センサー

ダンプトラックの位置
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優良建設工事表彰　　　表　彰　事　例 中部農林 事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

基盤造成工　2ha

表 彰 理 由

　静岡市清水区の池ノ沢地区において、急峻な地形に散在する生産性
の低い農地に対し、農道、畑地かんがい施設の整備や農地造成によ
り、生産性と農産物の品質の向上を図り、農業経営の安定と農業競争
力を図る事業を実施中である。
　基盤造成工事の実施にあたり、複雑な地形の中で通作道の付替えに
よる営農への配慮を行ったほか、盛土法面の丁寧な施工と現地に合わ
せた排水対策の実施により、降雨時に土砂流出が警戒される中、長期
にわたる工事を安全に完成した。また、ICT技術の活用により精度が高
く出来栄えの良い基盤を効率よく造成し、高い技術力を発揮した施工
管理など、他の技術者の模範となることが評価された工事である。
【施工管理・工程管理】
①ICT技術を活用し、ドローン測量による残掘削量の確認を行うことに
より、効率的な作業を実施した。
②毎週の作業工程表を監督員と共有し、ち密な工程管理を行った。
【安全管理】
①建設キャリアアップシステムを活用し、建設技能者の処遇改善や施
工体制データベースとの連携による業務効率化に努めた。
②清水消防署にて消防職員指導のもと消火器取扱訓練を行い、消火活
動を安全に実施できるスキルを習得した。
③建災防講師を招き安全衛生教育を実施し、作業員の安全意識を高め
た。
【創意工夫】
①３Dデータの活用により、ジオラマ作成を行い、作業機等の配置確認
や日々の施工打合せに利用し、工事の視覚的な把握を容易にした。
②市道沿いに枕土のうを設置し、大雨時の現場からの濁水流出を防止
した。
【地域貢献】
①県農業土木職員の現場研修会への協力やインターンシップの受入れ
を行い、技術者の育成に寄与した。
②現場周辺の耕作道の不陸整正を行い、収穫物の傷みを防止した。
③男女別快適トイレを設置し、看板により周知し、一般開放した。

優良技術者

令和５年度畑地帯総合整備（担い手育成）池ノ沢地区基盤造成１工事

令和5年8月8日 令和7年3月19日

鈴与
すずよ

建設
けんせつ
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若山
わかやま

裕亮
やすあき
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写 真 等 令和５年度畑地帯総合整備（担い手育成）

池ノ沢地区基盤造成１工事

工事着手前 工事完了

ジオラマ作成

土砂流出防止

快適トイレインターンシップ受入

消火器取扱訓練

ICT活用 掘削残量確認
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優良建設工事表彰　　　表　彰　事　例 富士農林 事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

表 彰 理 由

　本工事は、愛鷹山麓の傾斜地に広がる富士市江尾の未整備茶畑地域において、
農地の集積を促進し、農業の生産性の向上と経営の安定化を図るため、区画整理
を施工したものである。
　施工にあたっては、大雨時の土砂流出防止対策に努め、ICT施工を積極的に活
用し、省力化・品質向上を図り、安全に工事を完成させた。

【ICT施工】
①UAVを使用した起工測量
・従来は２人で３日程度（６人工）必要であった作業が、２人で１日程度（２人
工）の作業で実施できた。
②３次元設計データの活用による丁張設置の省力化
・従来は２人で10日程度（20人工）必要であった作業が、不要となった。
③３次元設計データによる設計変更
・３次元設計データは変更点もイメージしやすく、土工の数量も図上で範囲指定
を行うだけで算出でき、設計変更が容易にできた。
④ICT建機を用いた施工
・マシンガイダンス機能を搭載したバックホウを導入した。オペレーターは丁張
に合わせて作業する必要がなく、手元作業員が不要となるため、効率性も向上し
た。また、過掘りが防止され、精度の高い施工が可能となった。

【地元説明】
・３次元設計データを活用した工事説明を行い、農家（担い手）からの意見を聞
き取り、柔軟に設計変更に対応して地元から好評を得た。

【創意工夫】
①ウェブカメラによる現場監視体制
・モバイル通信による全天候型・小型・軽量の通信一体型現場カメラ（G-cam)を
活用し、遠隔における現場監視体制を整備したことにより、大雨時の見廻り点検
の省力化と迅速な土砂流出防止対策を行った。
②ジオラマの活用
・３次元設計データや点群データからジオラマを作成したことにより、地元関係
者との打合せ等において、完成状態の立体的な地形を示し、分かりやすく説明し
た。

ICT優良工事

令和7年2月28日

鈴与
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建設
けんせつ
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区画整理工 A=5.4ha
・畑面工 A=1.6ha
・調節池 N=1箇所

令和５年度畑地帯総合整備（担い手育成）江尾地区区画整理２工事

令和6年1月24日
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写 真 等

工事着工前 工事完成


